
 

 

 

2025年
ね ん

2月
が つ

16日
に ち

（日
に ち

）に、イーグレひめじ 3階
か い

あいめっせホールにて、第 17回
だ い   か い

日本語
に ほ ん ご

スピーチ     

コンテストを開催
か い さ い

しました。9か国
か こ く

14名
めい

の姫路
ひ め じ

近郊
きんこう

在住
ざいじゅう

・在学
ざいがく

・在勤
ざいきん

の外国人
がいこくじん

が参加
さ ん か

し、日々
ひ び

の生活
せいかつ

の中
なか

で感じた
か ん

ことや伝えたい
つた

気持ち
きも

を日本語
に ほ ん ご

で発表
はっぴょう

しました。 

金賞
きんしょう

は、神戸
こ う べ

医療
い り ょ う

未来
み ら い

大学
だ い が く

に留学中
りゅうがくちゅう

のミャンマー出身
しゅっしん

シュエ  イー ウィンさん

が受賞
じゅしょう

しました。スピーチのタイトルは、「忘れられない
わす

思い出
おも  で

 愛
あ い

をこめて」。

スピーチでは、ウィンさんが 7歳
さ い

の時
と き

、サイクロンで自宅
じ た く

が倒壊
と う か い

したが、母親
は は お や

はい

つものように夕食
ゆうしょく

を用意
よ う い

してくれたという体験
た い け ん

をまじえ、母
は は

を見習い
みなら

日頃
ひ ご ろ

より周り
まわ

に困った
こま

人
ひと

がいれば優しく
やさ

接する
せっ

ようにしていると続け
つづ

「お母さん
 かあ

有難う
ありがと

、あなた

の元
もと

に生まれて
う

良かった
よ

」と感謝
かんしゃ

を表し
あらわ

スピーチを終
お

えました。 

銀
ぎん

賞
しょう

は、姫路市
ひめじし

で ALT（外国語
がいこくご

指導
しどう

助手
じょしゅ

）をしているアメリカ出身
しゅっしん

のシド

ニー ウィリアムソンさん（日本語
にほんご

ひろば学習者
がくしゅうしゃ

）が受賞
じゅしょう

しました。スピーチ

のタイトルは「日本語
にほんご

がお上手
じょうず

ですね」。スピーチでは、たいていの日本人
にほんじん

は、

外国
がいこく

人
じん

が少
すこ

しでも日本語
にほんご

を話
はな

すと「日本語
にほんご

がお上手
じょうず

ですね」というが、それで終
お

わるのではなく、もっと

会話
かいわ

を続
つづ

けてほしい、楽
たの

しく会話
かいわ

を続
つづ

けることが自信
じしん

につながるのだと力強
ちからづよ

く訴
うった

えました。 

銅賞
どうしょう

は、日本
にほん

工科
こうか

大学校
だいがっこう

で留学中
りゅうがくちゅう

のネパール出身
しゅっしん

のウプレティ インドラ プラサドさんが受賞
じゅしょう

しました。スピーチのタイトルは、「日本
にほん

は本当
ほんとう

に留学生
りゅうがくせい

が必要
ひつよう

ですか」。

日本
にほん

ではたくさんの留学生
りゅうがくせい

が将来
しょうらい

日本
にほん

の労働力
ろうどうりょく

となるため一生懸命
いっしょうけんめい

日本語
にほんご

を学
まな

び、日本
にほん

になじもうと努力
どりょく

をしている。日本人
にほんじん

と外国
がいこく

人
じん

はお互
たが

いをよく知
し

り、理解
りかい

し合
あ

い、交流
こうりゅう

する必要
ひつよう

があるのではないか、

「日本
にほん

に留学生
りゅうがくせい

は本当
ほんとう

に必要
ひつよう

ですか」今一度
いまいちど

この言葉
ことば

の

意味
いみ

を考
かんが

える必要
ひつよう

があるのではと問
と

いかけました。 

観客
かんきゃく

の投票
とうひょう

で決
き

まる「オーディエンス賞
しょう

」を受賞
じゅしょう

したのは、日本
にほん

工科
こうか

大学校
だいがっこう

で留学中
りゅうがくちゅう

のミャンマー出身
しゅっしん

のウィン トゥン ボーさんでした。 

発表者
はっぴょうしゃ

全員
ぜんいん

、流暢
りゅうちょう

な日本語
にほんご

で素晴
すば

らしいスピーチを披露
ひろう

していただきました。また、審査
しんさ

協議
きょうぎ

の

間
あいだ

には、日本
にほん

工科
こうか

大学校
だいがっこう

の留学生
りゅうがくせい

に、スリランカ舞踊
ぶよう

、ネパールダンス、ギター弾
ひ

き語
がた

りを披露
ひろう

して

いただきました。 

会場
かいじょう

からは、「日本人
にほんじん

が考
かんが

えさせられるような内容
ないよう

のスピーチも

あり、とても素晴
すば

らしかった。」「皆
みな

さんがどのような思
おも

いで日本
にほん

に

来
き

て努力
どりょく

されているのかよくわかりました。」 

「とてもよかった。またいつかやってくださることを願
ねが

っていま

す。」など、たくさんのメッセージが寄
よ

せられました。 

今回
こんかい

のコンテストをとおし日本人
に ほ ん じ ん

にとっても外国人
がいこくじん

にとっても、

多文化
た ぶ ん か

共生
きょうせい

を考え直す
かんが なお

きっかけづくりになっていることを願
ねが

いま

す。 

スピーチコンテスト


